
 

 

 

第７９回国民体育大会・第２４回全国障害者スポーツ大会募金推進計画 

（案） 
 

 第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会募金推進要綱（以下「要綱」

という。）第２条第３項の規定に基づき、寄附を通じた第79回国民体育大会および

第24回全国障害者スポーツ大会（以下「大会」と総称する。）への参加を促進する

ため、次のとおり計画的かつ戦略的に募金を推進するものとする。 

 

１．推進体制 

開催準備委員会の構成員は、各々の会員や加盟団体等に募金の周知を図るとともに、寄

附の呼びかけを行うものとする。また、募金に係る広報活動等の取組についても連携協力

して行うものとする。 

 

２．推進に向けた視点 

 次の３つの視点に基づき、取組を推進する。 

(1) 「寄附したいと思っていただくための工夫」 

滋賀や大会を応援したいという思いの醸成を図る。 

(2) 「気軽に寄附していただくための工夫」   

寄附しようと思った時に、気軽に寄附できる環境を整備する。  

(3) 「活動を持続させるための工夫」 

長期間にわたる募金を持続させるために必要な工夫を行う。 

  
３．具体的な取組 

(1)様々な募金活動の展開 

ア 個人 

・ 県内の方をはじめとして、県外在住の滋賀ゆかりの方にも寄附を呼びかける。 
・ 大会記念物品等の購入を通じた寄附を呼びかける。 
・ 公共施設や民間施設に募金箱を設置する。また、募金箱については、スポーツイ

ベントをはじめとする各種イベント時にも設置するなど寄附機会の拡大を図る。 
・ 駅や商業施設等において、街頭募金を原則として年に１回実施する。 
・ 上記のほか、必要となる取組を実施する。 
 

イ 企業・団体 

・ 県内の企業・団体をはじめとして、県外の滋賀ゆかりの企業・団体についても直

接訪問するなどにより寄附を依頼する。また、県内に事業所等があり県外に本社が

ある企業については、必要に応じ本社を訪問して寄附を依頼する。 
・ 寄附については、通常の寄附のほか、寄附付き商品の販売、主催イベントの参加



料や運営する施設の利用料に寄附を含める方法などについても協力を依頼する。  
・ 職場募金への配慮を依頼する。 

・ マスコットキャラクターのグッズ販売等について協力を依頼する。 
・ 上記のほか、必要となる取組を実施する。 

 

(2)戦略的な広報活動の展開 

・ インターネット、リーフレット、広報誌、屋外広告物等の多種多様な媒体を活用

して戦略的に広報を行う。また、必要に応じ大会開催のプレイベント等との連携を

図る。 
・ 広報に当たっては、選手の動向や思いを発信するなどにより、募金の趣旨に共感

してもらうための工夫をする。 
・ 寄付について税の優遇措置があることを周知する。 

 

(3)学校との連携協力 

・ 県内の大学をはじめとした各種学校と連携協力し、若い世代による募金を含む大

会全般を盛り上げる取組を実施する。（例：募金箱コンクール、広報物のデザイン

コンテスト、募金アイデアコンペ等） 
   

(4)滋賀ゆかりの著名人やトップアスリートへの協力依頼 

・ 各種広報活動やイベントへの出席等について協力を依頼する。 
・ グッズ等の「モノ」のほか、一緒に何かをする権利等の「コト」の提供について

も協力を依頼する。 
 

(5)寄附への謝意表明 

・ 礼状の送付その他の方法で謝意を表明する。 

・ 同意がある場合は、インターネットや開催準備委員会の総会等を通じ、氏名また

は名称を公表し、その厚意を讃える。 

 

(6)結果のフィードバック 

・ 寄附金を充当した事業の実績や成果について、レポートを作成しインターネット

等を通じ公表することなどにより、寄附者に報告する。 

 

(7)様々な支払手段の設定 

・ 募金専用納付書の作成や、募金箱の設置、クレジットカードによる寄附、その他

インターネットを活用した寄附など様々な支払手段を設定し、手軽に、かつ気軽に

寄附できるための環境整備を図る。 
 

 

 

 



(8)メリハリをつけた推進 

・ 週単位または月単位の取組集中期間を設ける。 

・ 取組の開始時期をあえてずらしたり、進捗状況等を踏まえて刺激となる新たな取

組を追加するなどにより息切れを防ぐ。 
 

４．推進計画の進行管理 

推進計画については、取組の進捗状況等を「募金・協賛推進特別委員会」におい

て毎年検証するとともに、要綱第２条第４項の規定に基づき、必要があるときは、

開催準備委員会の総会の議決を経て変更する。 

 

 

 

 

 

 

 


